


まえがき 

超音波電子スキャン装置は,その簡便さとリアルタイム画像が得られることから急速に普

及している。特に産婦人科学領域においては,胎児ドプラー装置よりも早期に胎児心拍動が

検出できるといわれており,妊娠の初期から使用される現状にある。一方,厚生省心身障害

母体外因研究班調査によれば,市販装置のパルス超音波出力は 0.13～5〔W/㎝ 2〕にも及ん

でいる｡超音波パルス波の生体作用が明らかでない現状を考慮すると,胎児に放射する超音

波エネルギーを必要最小限にとどめ,より安全性を高めておくことは非常に重要である。 

我々は,まず胎児心拍動エコー信号検出限界のモデルを想定し,検出に必要な最小超音波送

信出力を求め,次いで,この値を目標として低出力超音波電子スキャン装置の開発を行ない

,=さらにこの装置で得られた胎児心拍動を客観的記録とする装置を試作した。 
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